
令和 5年度医療安全担当者中央交流会 参加者アンケート結果 

 

開催日：令和 5年 7月 29日開催 

参加者：91名 

アンケート回答者数：58名（回収率 63.7％） 

 

１．所属地区(名) N=58 

千葉 市原 船橋 市川 松戸 東葛 印旛 利根 山武 長夷 君津 安房 合計 

12 3 8 2 4 8 7 3 4 3 2 2 58 

 

 

 

２．職位(名) N=58 

看護部長/ 

看護局長 

副看護部長/ 

副看護局長 
看護師長 副看護師長 

医療安全 

管理室長 

医療安全 

管理室副長 
看護主任 スタッフ その他 合計 

3 8 26 3 1 2 9 3 3 58 

＊その他：医療安全管理者・医療安全係長・医療安全管理室 主幹 
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３．医療安全に関わる所属先(名) N=58 

管理室等 委員会 その他 合計 

34 22 2 58 

＊その他：病棟 

 

 

４．医療安全の職務(名) N=58 

専従 専任 兼任 その他 合計 

23 19 13 3 58 

＊その他：看護部安全部会 議長・安全リンクスタッフ会 

 

 

５．講演の理解度 N=58 

  大変理解できた 理解できた 合計 

人数(名) 46 12 58 

割合(％) 79.3 20.7 100 

 

 

 

 



６．講演を聴き、自身で何かできそうか N=58 

  はい いいえ 合計 

人数(名) 57 1 58 

割合(％) 98.3 1.7 100 

 

 

７．グループワークで学びはあったか N=58 

  大変学びがあった 学びがあった あまり学びは無かった 合計 

人数(名) 30 26 2 58 

割合(％) 51.7 44.8 3.4 100 

 

 

８．グループワークに参加し、自身で何かできそうか N=58 

  はい いいえ 合計 

人数(名) 55 3 58 

割合(％) 94.8 5.2 100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９．交流会に参加し、何か見出すことができたか N=58 

  はい いいえ 合計 

人数(名) 56 2 58 

割合(％) 96.6 3.4 100 

 

 

10．希望する開催方法 N=58 

  Web 開催 会場開催 どちらでも良い その他 合計 

人数(名) 7 34 16 1 58 

割合(％) 12.1 58.6 27.6 1.7 100 

＊その他(一部抜粋)： 

集合研修のメリットは理解しているのですが、大変な酷暑の中看護協会まで出向くのは、思った以上に大変

でした。(電車に慣れないというのもありますが）なので、開催時期などを検討していただくと良いのではな

いかと参加メンバーの皆さんもお話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.その他(自由記載/一部抜粋) 

内容に関して 

⚫ 学びの多い研修でした。 

⚫ 他病院の医療安全の取り組み方を拝見し、問題点や取り組みたいことでは、共通することが多々あ

り、今後当院での医療安全対策に関してとても参考になりました。 そして、心理的安全性の教育の重

要度が理解できました。 良質な医療実践、安全な医療提供ができるようにするため、安全に対する医

療者側の教育の継続など引き続き医療安全対策に取り組むモチベーションの向上につながりました。 

開催時期に関して 

⚫ 大変な酷暑の中看護協会まで出向くのは、思った以上に大変でした。 

⚫ ただ、あまりの暑さで協会に行くことが辛いものでした。時期をずらして頂けると嬉しいです。 

⚫ 年 2回くらいあってもよい 

開催方法に関して 

⚫ 久しぶりの会場で集中して参加することが出来、とても充実した半日でした。 
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⚫ 久しぶりの集合研修で他病院の方と直接お話ができ良かったです。 

⚫ 対面となり、顔の見える連携が出来、大変有意義な研修でした。 

講演に関して 

⚫ 長谷川先生のお話も 1時間では短すぎるくらいでした。 

⚫ 先生のような医師がいてくれたらなぁ・・・と思います。 

⚫ 心理的安全性について、線引きが難しく講義を受けてもやもやがすっきりしました。 

グループワークに関して 

⚫ 今後も、地区ごとのグループ分けが良いと思います。地域の特性もわかり、困ったときに相談できる

などメリットがあると思います。 

⚫ 同じ医療圏、地区の病院と交流する機会が少ないため貴重な機会となりました。 

⚫ 残念なことに市川・浦安地区の方の参加が少なく、もっと多くの方と交流ができたら良かったと思い

ました。 

⚫ 地区ごとのグループ分けで顔見知りになれて良かったが、施設規模ごともよいなと思った。 

⚫ 地域の交流会はありますが、少し組織を外れた場での交流も効果的だったと思います。他の地区の方

との交流もそれはそれで意味があるので、状況に合わせて実施できると継続に効果的かと思います。 

⚫ 医療安全管理者となって日が浅かったため、他施設での取組など知ることができて大変勉強になりま

した。 

運営に関して 

⚫ また、面白く興味深い講演を宜しくお願いします。 

⚫ グループだけでなく全体的な「交流の時間」もあると良いと思った。 

⚫ 名札が見えにくいので、テーブルに名前と病院名、専従・専任などの情報を表示をして頂けるとあり

がたいです。 

⚫ ワークシートの提出など事前に説明してほしいと思います。 

⚫ グループでの交流時間をもう少し、増やしていただけたらと思います。 

⚫ 時間が短いように思います。 

⚫ 時間、内容ともにとても良かった。 

 

12.今後の医療安全担当者中央交流会で、希望する講演内容等(自由記載/一部抜粋) 

講師に関して 

⚫ また、長谷川講師の話が聞きたいです。 

⚫ 長谷川先生のお話をもっと聞きたいです。違うテーマで是非また、お願いして頂きたいと思います。 

⚫ 長谷川先生の講演が大変わかりやすく、時間が少なく感じるくらいでしたので、もう一度お願いした

いです。お話きれない内容があったようですし、もっと現場としての場面や事例などをとらえたジレ

ンマの起こりやすい内容も聞きたかったです。 

⚫ 医療安全専従の医師からの講義が、とても役に立ちます。 

⚫ 今回のように、全国展開されている講師の先生が参加されると大変有り難いと思っております 

内容に関して 

⚫ 医療事故対策、医療事故への対応、医療事故分析の手法、医療事故の医療者側の当事者の経験 

⚫ 事故調査制度と医療安全管理者の行動 

⚫ 事故調査委員会への報告の実際 

⚫ 困難な患者に対応した医療従事者のその後のケアについて 

⚫ セーフティⅡの考え方と実際 



⚫ ノンテクニカルスキル レジリエンス 

⚫ 医療安全に有効な分析ツール等 

⚫ インシデントレポートの活用方法 

⚫ インシデント分類や分析の実際を現場改善につなげる 

⚫ 医療倫理について 

⚫ 心理的安全性 

⚫ 今回の心理的安全性をどのように実践に活かしていくのかという落とし込みができるようなワークを

通じて交流できるとよいです。 

⚫ チーミングやチーム STEPPを掘り下げた研修 

⚫ チームステップスについて 評価方法が難しいと考えています。実例を交えて講演を聞きたいです。 

⚫ 院内研修の企画、臨床倫理について 

⚫ 院内研修会について 

⚫ パラメディカルを巻き込んだ救命の研修会の実践報告 

⚫ 医療安全管理者として組織横断的な活動、多職種との連携での工夫など 

⚫ 小規模の病院での医療安全管理者の業務について 

⚫ 医療安全ラウンドについて 

⚫ 院内医療安全ラウンドの現状(他院がどのようにしているのか知りたい) 

⚫ 効果的な院内ラウンドについて 

⚫ 地域連携加算相互評価について 


